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隣
熔
急
に
陸
名
の
曹
を
作
向
、
務
に
郵
致
し
て
京
師
一
正
用
十
一
日
配
防
御
施
、
新
知
百
五
十
.
石
を
受
け
、
一

の
動
部
を
報
じ
た
。
滞
侯
持
泰
大
に
箆
き
、
直
に
老
一
組
外
に
列
し
、
後
御
馬
勉
に
締
じ
、
天
保
中
夜
。
一

臣
本
多
政
均
を
上
京
せ
し
め
て
禁
闘
に
伺
候
せ
し
め
一
コ
マ
ヰ
モ
リ
マ
ザ
駒
井
守
政
庄
太
夫
と
稽
し
二

た
が
、
後
そ
の
替
を
致
し
た
者
の
蹄
庵
な
る
こ
と
を
一
様
千
石
。
元
機
二
年
御
近
脅
容
と
な
り
、
十
年
組
外
一

知
っ
て
、
彼
が
機
宜
の
盛
置
を
賞
揚
し
た
。
踏
庵
之
一
御
番
顕
に
斡
じ
、
質
永
二
年
御
先
筒
顕
を
経
、
事
保
一

を
悦
び
、
爾
後
腿
京
師
の
事
情
を
報
じ
、
又
は
滞
士
一
七
年
七
月
六
十
四
歳
で
夜
し
た
。
一

を
紹
介
し
て
他
滞
の
志
士
と
交
を
結
ぱ
し
む
る
に
力
一
ヨ
マ
ヰ
ヨ
へ
Z

駒
井
奥
兵
衛
前
回
利
常
に
仕
一

め
た
。
同
年
八
且
長
務
入
京
を
禁
ぜ
ら
れ
.
欝
曾
の
一
へ
て
五
百
.bを
受
け
た
。
子
孫
樹
鍵
い
で
滞
に
仕
へ
一

勢
力
を
得
る
に
歪
っ
た
時
、
蹟
庵
は
四
方
に
奔
走
一
る
0

・
一
コ
メ
ソ
ウ
ド
ウ
米
騒
動
ハ
加
賀
藩
〉
ハ
一
〉
事
保

し
、
諸
藩
の
議
論
を
偵
知
し
て
之
を
長
務
に
内
遁
一
コ
マ
ヱ
サ
シ
高
麗
餌
指
滞
の
路
の
飼
料
に
供
一
の
村
井
騒
動

l
亭
保
二
十
年
九
周
二
日
夜
宇
溢
‘
石

し
、
努
う
て
毛
利
侯
父
子
の
街
地
を
吋
一
一
ぐ
を
期
し
‘
且
一
す
る
小
品
を
抑
制
鈍
す
る
者
の
中
、
朝
鮮
役
・
に
来
邦
し
一
川
端
村
井
村
居
住
の
十
村
奥
三
右
衛
門
の
家
に
百
姓

つ
顔
。
に
時
事
を
喪
が
務
に
報
じ
た
o
元
治
元
年
前
一
た
も
の
弘
子
係
を
い
ふ
o
鹿
長
十
年
前
回
利
長
の
富
一
八
百
人
許
押
寄
せ
、
戸
障
子
器
具
を
訂
援
し
た
o
務

m麗
箪
の
上
洛
す
る
や
、
踏
庵
ま
た
底
従
の
士
不
破
一
山
養
老
附
士
雌
に
は
、
取
に
側
指
と
し
て
金
子
高
右
一
定
乃
ち
五
日
に
主
り
木
・
樟
村
の
者
三
人
を
捕
へ
て
漸

寓
太
郎
・
大
野
木
仲
三
郎
・
背
木
新
三
郎
等
と
共
仁
、
一
衛
門
・
成
瀬
小
八
郎
、
高
邸
側
指
と
し
て
市
村
清
六
・
一
く
銀
っ
た
が
、
そ
の
何
が
故
に
か
く
の
如
き
暴
動
を

底
長
務
邸
に
主
っ
て
毛
利
侯
の
鑓
に
匡
教
の
事
を
諒
一
小
川
久
次
が
見
え
、
そ
の
高
邸
側
指
は
系
闘
に
よ
っ
一
生
ず
る
に
主
っ
た
か
を
儒
へ
ぬ
。

っ
た
が
、
鹿
轡
の
退
京
す
る
に
及
び
、
務
は
更
を
京
一
て
皆
朝
鮮
人
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
ハ
二
〉
質
勝
の
金
棒
騒
動

l
貨
暦
五
年
加
賀
務
に
於
い

都
に
謹
は
し
、
腕
庵
を
加
へ
来
ら
し
め
て
獄
に
下
一
ゴ
ミ
ジ
マ
五
味
島
能
楽
部
白
山
下
に
臨
す
る
一
て
不
換
紙
幣
護
行
の
結
果
、
米
債
向
上
し
‘
六
年
三

し

、

十

周

十

八

日

永

牢

の

刑

に

践

し

た

。

後

殴

路

三

一

部

務

。

一

周

廿

七

日

金

棒

に

於

け

る

相

場

一

石

銀

二

百

三

十

五

年
入
居
九
日
獄
中
に
夜
、
年
五
十
七
。
明
治
二
年
十
一
ヨ
ミ
ネ
小
嶺
河
北
榔
井
上
庄
に
臨
す
る
部
一
匁
と
な
っ
た
。
是
に
於
い
て
四
用
十
二
日
夜
暴
民
麟

用

務

前

揮

を

宥

し

、

三

年

十

一

月

祭

菜

料

を

そ

の

家

一

務

。

一

起

し

、

米

貿

占

を

行

う

た

と

目

せ

ら

れ

る

森

下

町

釣

に
賜
ひ
、
什
四
年
九
用
哨
凶
紳
祉
に
合
記
せ
ら
れ
、
一
コ
ミ
ヤ
マ
日
ヨ
ウ
イ
小
宮
山
了
意
御
儲
附
と
一
部
屋
仁
兵
衛
・
茶
屋
三
郎
兵
衛
、
尾
張
町
浅
野
屋
和

十
二
周
一
止
五
位
を
附
ら
れ
た
。
一
し
て
三
十
人
扶
持
を
党
け
、
延
事
三
年
波
o
子
了
窓
一
左
衛
門
、
新
町
茶
屋
三
右
衛
門
、
下
堤
町
角
屋
漏
三

ヨ
マ
ヰ
モ
ロ
カ
ツ
駒
弁
守
勝
泊
穂
民
部
川
入
は
一
・
を
純
て
、
了
鹿
武
拐
に
京
り
、
明
利
八
年
二
周
七
日
F

右
衛
門
、
袋
町
木
屋
藤
太
郎
の
家
屋
を
襲
う
て
破
槌

巾

務

。

近

江

の

人

。

初

め

蛾

臣

秀

次

に

仕

へ

、

慶

長

一

出

奔

し

た

。

一

し

た

。

之

に

よ

っ

て

仁

兵

衛

以

下

六

人

禁

牢

を

命

ぜ

六
年
来
っ
て
前
倒
利
長
の
臣
と
な
っ
た
。
旅
初
め
千
一
ゴ
ム
エ
キ
シ
ユ
ウ
後
無
射
集

J
ナ
ガ
グ
キ
シ
一
ら
れ
、
務
定
諸
国
字
右
衛
門
・
背
木
菊
四
郎
・
前
凶
源

石

。

大

坂

再

役

に

敵

首

一

を

銀

、

千

石

の

加

鼠

を

蛍

一

ュ

ウ

長

周

集

。

一

五

左

衛

門

等

は

閉

門

を

命

ぜ

ら

れ

た

。

け
、
後
入
道
し
て
宗
悟
と
践
し
、
箆
永
十
二
年
波
し
一
コ
ム
ロ
小
室
せ
羽
咋
制
御
松
庄
に
邸
す
一
会
一
〉
安
永
の
架
f

崎
騒
動

l
安
永
五
年
末
か
ら
米
僚

た
。
子
・
孫
悦
々
滞
に
悦
裂
す
る
。
一
る
部
務
。
岡
部
笛
木
院
に
も
小
室
が
あ
る
が
、
そ
れ
一
際
貿
し
た
結
果
、
六
年
正
用
十
六
日
金
棒
掘
川
町
の

ヨ

マ

キ

モ

リ

タ

カ

駒

井

守

孝

沼

穂

寓

十

郎

・

吉

一

は

ヲ

ム

ロ

で

あ

る

。

貧

民

、

石

川

郡

架

よ

町

村

の

富

諜

木

屋

藤

右

衛

門

の

郎

共

街

・

茂

左

衛

門

・

平

製

。

明

和

八

年

養

父

外

記

の

一

ヨ

ム

ロ

小

室

家

に

歪

b
、
強
務
し
て
一
人
銭
一
賞
五
百
文
宛
を
借

也

知

千

石

を

党

け

、

大

小

勝

・

表

小

綿

・

御

使

番

に

隠

一

り

、

翌

日

は

箆

に

大

風

申

し

て

米

一

斗

宛

を

得

、

同

居

任

し

、

天

明

三

年

二

局

十

四

日

流

刑

と

な

旬

、

知

行

一

下

旬

に

宝

っ

て

漸

〈

銀

静

し

た

。

を

召

政

さ

れ

て

十

五

人

扶

持

を

栄

け

た

が

、

四

年

闘

一

ハ

四

〉

文

化

の

小

松

騒

動

l
文
化
五
年
前
年
の
凶
作
に

コ
マ
ー
ー
コ
メ

小
室
。

コ
ム
ロ
ノ
ヲ
カ
ミ
ヤ
小
室
の
若
宮

mm咋
都
掴

松
庄
の
小
室
に
鎮
座
す
る
。
質
勝
の
祉
脱
般
に
、
若

宮
枇
趨
敏
諸
岡
兆
古
跡
祉
と
記
し
て
、
式
内
世
た
る

↓
ヲ
ム
ロ

F
「

こ
と
を
主
張
し
た
こ
と
も
あ
る
。

ゴ
メ
イ
サ
ン
ポ
ウ
カ
イ
ギ
亙
明
算
法
解
義
一

加
。
本
多
利
明
門
下
た
る
金
調
仰
の
算
者
山
悶
綬
安

が
、
家
崎
善
之
の
著
し
た
五
明
算
法
の
解
義
を
試
み

た
も
の
で
あ
る
。
家
崎
善
之
は
江
戸
の
人
で
、
五
明

と
は
扇
面
の
こ
と
で
あ
る
。

コ
メ
イ
チ
バ
米
市
場

仲
質
。

ー
マ
コ
メ
ナ
カ
ガ
ヒ

三
こ

0

米

よ
っ
て
米
償
大
に
向
上
し
た
が
、
能
楽
部
小
松
で
は

そ
の
原
凶
を
好
商
の
貿
占
に
蹄
し
、
間
六
周
サ
七
日

夜
暴
民
拘
蹄
寺
の
鏑
を
扱
き
て
集
合
し
、
八
日
市
町

久
津
屋
三
郎
助
・
小
移
屋
六
兵
衛
の
家
を
破
観
し
た
。

翌
年
三
郎
助
の
趨
放
に
磁
せ
ら
れ
た
は
、
護
し
貿
占

の
事
貨
が
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
騒
挺
者
高
堂
屋
庄

次
郎
も
、
六
年
五
周
品
川
七
日
際
刑
に
雌
せ
ら
れ
た
。

ハ
五
〉
文
化
の
金
滞
騒
動

l
文
化
八
年
十
周
期
日
本
納

の
相
場
一
石
銀
五
十
四
匁
五
分
で
、
稲
・
詞
い
謹
度
で

あ
っ
た
が
、
五
日
金
制
仰
の
暴
民
麟
起
し
‘
十
闘
町
の

米
仲
買
座
及
び
仲
買
油
屋
宇
四
郎
等
の
家
を
破
壊
し

た
。
こ
の
恭
助
の
中
心
を
録
し
た
も
の
は
、
越
中
の

米
相
場
師
で
、
宇
四
郎
の
賀
占
に
よ
っ
て
闘
賞
し
た

こ
と
を
怨
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
後
牢
四
郎
は
指
控
を

命
ぜ
ら
れ
た
。

ハ
六
〉
文
化
の
能
管
騒
動
l
文
化
十
年
十
周
の
本
納
期

に
は
一
石
鋭
五
十
六
匁
拡
分
に
隠
れ
し
た
が
、
こ
れ

は
不
作
に
倒
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
能
管
口
湖

百
五
十
五
村
は
木
年
の
年
貨
を
皆
潤
す
る
に
地
へ
ず

と
し
て
、
滞
の
貸
米
一
成
二
千
石
を
得
た
が
、
そ
の
分

配
に
封
し
て
不
平
を
抱
き
、
十
一
周
十
日
押
水
組
の

農
民
は
、
本
江
村
の
人
に
し
て
抑
水
組
の
十
村
た
る

惣
助
の
子
浦
に
於
け
る
事
務
所
に
事
.
0慰
問
榊
し
、
十

二
日
酒
井
組
・
能
官
邸
組
の
践
民
は
、
木
江
村
惣
助
及

び
酒
井
村
一
策
の
住
宅
に
赴
き
て
談
判
し
、
サ
九
日

笠
師
村
九
郎
兵
衛
の
家
に
泊
。
、
中
島
村
助
右
衛
門

の
家
を
阻
み
、
彼
等
が
貿
占
を
成
し
た
る
不
徳
を
雛

越
し
た
る
上
、
同
降
子
を
破
っ
た
。
後
そ
の
首
唱
者

藤
淑
村
の
肝
煎
奥
三
郎
等
は
刑
に
雌
せ
ら
れ
た
。

ハ
七
〉
天
保
の
本
吉
・
小
松
騒
動

l
天
保
七
年
の
不
作

に
は
十
周
一
升
の
倒
百
二
十
三
文
、
八
年
二
足
首
七

十
二
文
で
あ
っ
た
。
是
よ
り
先
七
年
七
居
眠
日
夜
、

石
川
郡
本
吉
の
暴
民
等
、
米
商
人
新
村
屋
仕
右
衛
門
・


